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冬の寒さが強まり，一年の終わりを感じる季節となりました。三者懇談を行い，それぞれ進路について

方針を固めている最中かと思います。年が明けるといよいよ，1月に推薦制入試，2月には一般入試と，

立て続けに受験を迎えることになります。生徒によって受験の時期や方法は異なりますが，それぞれ自分

が望む進路を実現するためには，残された中学校生活をいかに過ごしていくかが大切です。精神的に苦し

い時期かもしれませんが，ぜひ今回の冬休みは「頑張る受験生」として過ごしてほしいと思います。 

 このところ福井県内でも，日本全国でも，コロナウイルスの感染がとどまるところを知りません。今後

はインフルエンザの流行も予想されます。保護者の皆様には引き続き，お子様の精神面，健康面での温か

いご支援をよろしくお願い致します。 

 

今年度は、課題作文が出題され、文章の構成と論理の展開を工夫し、自分の考えを適切に表現する力が求めら

れた。また、説明文や小論文においては、文章の内容を図式化し理解したり、効果的な描写や表現の仕方の工夫

をつかんだりする力も必要であった。入試に向けて、基礎知識を活用する力を身につけていきたい。 

昨年度から引き続き、英語で情報を整理しながら内容を理解する能力が問われる問題が出題された。また、書

かれていることや聞かれたことを単に英語で答えるだけでなく、自分の考えが読み手に正しく伝わるように「書

く能力」も求められた。入試に向けて、「英語を学ぶ」のではなく、「英語で学ぶ」ことを意識し、活用力を高め

ていきたい。 

昨年度に引き続き、連立方程式の分野において、自ら着目する数量をきめ、数量の関係を把握、立式し、問題

を解決する力が問われた。その他の問いにも、問題文から効率よく情報を整理し、数学的に表現・処理する問い

が多く出題された。入試に向けて、基礎的な知識・技能をつけながら、思考力と判断力を習得していきたい。 

今までより、資料やグラフから問題の意図を読み取る問題がより多く出題された。世界や日本の諸地域の特

色、歴史の流れや各時代の特色について多面的・多角的に考察する力が求められていた。入試に向けて、資料活

用の技能を高めていきたい。 

 

 

例年通り理科では、基礎的な知識をもったうえで、その力を活用する力が求められる問題が多く出題された。

また、それぞれの問いの中から必要な情報を読み取る力も求められていた。入試に向けて、教科書の基礎的な内

容を理解し、それらを活用する力を身につけていきたい。 

学力診断テストの振り返りから 
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英語 英作文：あなたなら、Well...に続けて、どのように返答しますか？ 

41語以上 50語以内の英語で答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力診断テストに出題された問いを考えてみませんか？ 

 

 

 

 

問われることを 

英文から読み取り、 

英語で答える力 

が必要ですね。 

 

 

先日の学年朝礼

で、全体で面接

練習をしまし

た。基本となる

礼儀作法を確認

しました。 

 

先日校舎から虹が見えていました。 

受験まで、あと少し、一生懸命頑張る中で、 

ほっと一息できるひとときでした。 

心も気持ちも万全でのぞみましょう。 


